
手　　順 備　　考

ステップ① 随時修正

（準備段階） ①地域福祉計画の背景と必要性

②地域福祉についての確認事項（共通認識）

③計画の位置づけ

④計画の期間

⑤計画策定推進体制

⑥計画の基本理念、基本方向へのアプローチ

ステップ②

（現状と課題） ・地域の特性と生活課題の把握

２　主要指標の提示

ステップ③

（計画の構想）
地域福祉計画の骨格（基本理念・基本目標の設定）及び策定方針の決
定

ステップ④ 道ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

（主要施策） ○地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 P13参照

①地域住民、ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の社会福祉活動への支
援に関する事項

②住民等による地域福祉推進への主体的参加の促進

③地域福祉を推進する人材の養成

④その他（市社会福祉協議会の基盤の整備強化等）

　　

審　　　議　　　内　　　容

◆地域福祉計画に関する審議事項 【地域福祉専門部会】

１　分野別計画基礎調査結果（報告）

２　石狩市総合福祉計画事業進捗状況調査結果（現行施策の評価）

１　石狩市地域福祉計画の基本的考え方

３　地域福祉計画アンケート調査実施概要

■地域福祉計画の基本的方向～「何を実現しようとするのか」～

他の部会にも
報告

■地域福祉計画に盛り込むべき事項（法107条③）

全　体　会　議
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手　　順 備　　考

ステップ①

（計画の骨子） １　石狩市地域福祉計画策定方針

２　地域福祉計画の骨格（基本理念、基本目標の設定）

ステップ②

（主要施策） １　地域における福祉サービスの適切な利用の促進に関する事項 道ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

　①地域における福祉サービスの適切な利用の促進に関する事項　 P12参照

　②目標達成のための戦略

　③利用者の権利擁護

２　地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項

　①多様なサービスの参入促進と公私協働の実現

　②福祉、保健、医療と生活関連分野との連携方策

　

ステップ③

（計画の調整） ・コミュニティ・ケアの構築（システムづくり）

■次世代育成支援計画、障害者計画との調整

■地域福祉部会における策定手順ステップ①及び③の共通認識

■地域福祉計画に盛り込むべき事項（法107条①・②）

審　　　議　　　内　　　容

●地域福祉専門部会のステップ①～③を踏まえて、福祉サービスの総合化を図る上から次の事項を審議します

◆地域福祉計画に関する審議事項  【全 体 会 議】
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